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１．緒言  

道路橋の長寿命化は喫緊の課題である．飛来塩分量は鋼材腐食やコンクリート塩害の主因であるため，その

時空間変動を予測するとともに，長期シミュレーションに基づいて将来の飛来塩分の広域予測マップの作成と

鋼橋の維持管理への適用方法を検討することが重要である． 

図 1に大気腐食環境評価における空間スケールを概念的に示した．図に示すように，ローカルスケールの大

気腐食環境評価には，飛来塩分量や気象要素などを広域的に予測する必要がある．一方，橋梁内部の腐食環境

を明らかにするためには，構造物スケールでの解析が必要となる．両者の解析手法は流体解析を基礎とするも

のの，空間スケールが大きく異なるため，適用する解析手法は大きく異なる．本研究では，中間スケール(マ

イクロスケール)において，詳細地形を考慮した風況および粒子輸送解析を行い，構造物スケールの適切な境

界条件を推定する．中間スケールの風況予測には，Large Eddy Simulation(LES)を適用した公開コードが多く

存在し，その適用性の検討が不可欠である．  

そこで，本研究では，松江工業高等専門学校屋上において，海塩粒子濃度を計測し，その動態を明らかにす

るとともに，メソスケール気象モデル WRF（Weather Research and Forecasting Model）に精緻な大気化学プ

ロセスが組み込まれた WRF-Chem を用いて，海塩粒子濃度の広域予測を行った．そして，松江工業高等専門学

校屋上での海塩粒子濃度およびその粒径分布の計測結果を用いて，数値モデルの予測精度を検証した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．観測結果 

 図 2 に松江高専屋上で計測された 1)2016 年 2 月から 3 月および 2)2016 年 10 月から 12 月までの大気中の

Cl− 濃度およびその粒径分布の変化を示した．図に示したように，大気中の Cl-イオン濃度は日々の変動が大

きい．また，研究期間における Cl-イオン濃度の最大値は 8μg/m3 程度であった．特に，風速が大きいとき，

Cl-イオン濃度が大きくなることがわかった．また，大気中の海塩粒子の粒径分布に着目すると，粒径が大き

いもの（PM2.5 以上）が多く飛来することがわかった．特に，粒径 10µm 以上のものが多く，海岸からの距離

が比較的近いことが影響していると考えられる． 

 キーワード 維持管理，大気腐食，海塩粒子濃度，数値実験，野外観測 
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図 1 a)ローカルスケール，b)マイクロスケール，c)構造物スケールの比較. ()は各空間スケールを示す． 
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３．解析手法および解析結果 

 次に，精緻な大気化学プロセスが組み込まれた WRF-Chem (ver.3.8.1)モデルを用いて，海塩粒子濃度の広 

域予測を行った．本研究では，入力データセットとして，メソ数値予報モデル GPV（MSM）を使用した．  

図 3 に 2016 年 10 月における大気中の Cl-イオン濃度の計算結果を示し，観測結果と比較した．その結果，

Cl-イオン濃度の計算結果は，観測結果の変動を概ね再現しているものの，その粒径分布については，更なる

検討が必要であることがわかった． 

４．まとめと今後の課題 

 本研究では，大気化学を考慮した数値モデル，WRF-Chem を用いて，大気中の海塩粒子濃度の予測を行い，

観測データと比較することにより予測精度の検証を試みた．その結果，数値モデルによる計算結果は観測デー

タの変化を概ね再現しているものの，更なる検証が必要であることがわかった．今後は数値モデルの海塩粒子

に関する物理スキームや物理パラメータの検討を進める予定である． 
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図2 松江高専屋上における大気中のCl-イオン濃度，その粒径分布，風速の季節変化 

 

図3 a)大気中のCl-イオン濃度の予測結果及びb)両者の相関関係 
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